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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】後傾可能な背もたれを有する椅子に衣類を掛け
る際に、背もたれの後傾時に衣服が背もたれから離間し
て垂れ下がり、袖や裾が床にこすれて汚れることを防ぐ
。
【解決手段】後傾可能な背もたれ１４を有する椅子本体
１と、衣類ＣＬを掛けることができる衣類掛け部たるハ
ンガー本体２１を有するハンガー部２とを具備する椅子
Ｃ１に、前記背もたれ１４の背面１４ａとの間に前記ハ
ンガー本体２１に掛けられている衣類ＣＬを位置させる
ことができ、背もたれ１４が後傾した状態において該衣
類ＣＬを保持する機能を有する衣類保持部材４をさらに
設ける。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　背もたれ面を形成する部材を、左右１対の縦杆と、これら縦杆をつなぐように横架させ
た横杆とを有する背もたれフレームに支持させ、前記背もたれフレームの前面に、背もた
れ面を形成する部材を離間させて取り付けるとともに、前記横杆に、ハンガー本体をハン
ガー支柱を介して取り付けたことを特徴とする椅子。
【請求項２】
　前記ハンガー支柱の下端に、横杆に取り付け可能なハンガー取り付け具を設けるととも
に、ハンガー取付具を前記横杆に取り付け、横杆よりも上方にハンガー本体を取り付けた
ことを特徴とする請求項１記載の椅子。
【請求項３】
　前記ハンガー本体を、前記背もたれフレームよりも後方に配置している請求項１又は２
記載の椅子。
【請求項４】
　前記ハンガー支柱の下端に、横杆に取り付け可能なハンガー取り付け具を設け、前記ハ
ンガー取り付け具後部から前記ハンガー支柱を上方に延伸させているとともに、前記ハン
ガー本体を前記背もたれフレームの縦杆よりも後方に位置させている請求項３記載の椅子
。
【請求項５】
　前記横杆を背もたれの上端縁よりも低い位置に配しているものであって、この横杆から
ハンガー支柱を上方に延伸させ、このハンガー支柱の上端にハンガー本体を設け、ハンガ
ー本体を背もたれの上端縁から後上方に離間した場所に位置させている請求項１、２、３
又は４記載の椅子。
【請求項６】
　前記ハンガー本体を平面視後方に凸となるように湾曲させた形状としている請求項１、
２、３、４又は５記載の椅子。
【請求項７】
　前記ハンガー支柱から前記ハンガー本体を左右に延伸させて設けているとともに、ハン
ガー本体の全幅寸法を背もたれの幅寸法と略同等とした請求項１、２、３、４、５又は６
記載の椅子。
【請求項８】
　前記ハンガー本体を、側面視背もたれ上端部が形成する面の延長上に配置している請求
項１、２、３、４、５、６又は７記載の椅子。
【請求項９】
　前記背もたれフレームの横杆と、前記背凭れの上端部を支持する横杆と、前記ハンガー
本体とを背面視略同一形状としているとともに、これら３つを高さ方向に背面視重ならな
いように離間させて配置している請求項１、２、３、４、５、６、７又は８記載の椅子。
【請求項１０】
　前記背もたれフレームが前記背もたれ面を形成する部材の上部の後方に位置する背もた
れ上部フレームであって、前記背もたれ面を形成する部材が、背もたれ上部フレームの上
部から下部にかけての領域に沿う形状に張り渡した張り部材である請求項１、２、３、４
、５、６、７、８又は９記載の椅子。
【請求項１１】
　前記背もたれ上部フレームが左右一対であって、それぞれが側面視Ｌ字状をなし、前記
座の後端から後方に離間した箇所において背凭れから後方に離間した状態で上方に立ち上
がるとともに、座の後端から後方に離間した箇所において座の下面より下方に離間した状
態で前方に延伸し、前端部を左右方向に延伸する回転軸中心に回転可能に取り付けること
により背もたれ上部フレーム全体を後傾可能にしている請求項１０記載の椅子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、オフィス等において好適に使用され、衣類を掛けることができる椅子に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、オフィス等において、自席でデスクワークを行う際に、上着を脱いで自分の椅子
の背もたれに掛けるということが行われていたが、この種の用途に広く使われている椅子
は、背もたれの上端の床面からの高さ寸法が上着の丈寸法に比べて十分大きくないことが
多く、そのため袖や裾が床にこすれて汚れる等の不具合が生じていた。これを解決するた
めに、上着を掛けるためのハンガー本体を有するハンガー部を背凭れに取り付けた椅子が
種々開発されている。（例えば、特許文献１及び２参照。）このような椅子は、ハンガー
本体を背もたれの上端の後上方に位置させており、このハンガー本体のみにより衣類を保
持するようにしている。そして、上述したような椅子のハンガー本体や従来の椅子の背も
たれの上端等の衣類を掛けることができる衣類掛け部に衣類を掛けると、衣類は衣類掛け
部のみにより保持されるので、前記衣類掛け部から鉛直に垂れ下がる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開昭４８-４８９２２
【特許文献２】特開２０００-１１６４９３
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このような衣類掛け部のみにより衣類を保持する構成を有する椅子に、背もたれを後傾
させる機能を設けた場合、背もたれを後傾させると、前記衣類掛け部は背もたれに追随し
て後下方に移動し、衣類は前記衣類掛け部に吊下げて保持させているだけなので、前記衣
類掛け部から鉛直に垂れ下がった状態のまま全体が後下方に移動する。そして、該衣類は
背もたれの背面から後方に離間した状態で前記衣類掛け部から鉛直に垂れ下がり、床面に
接近する。その際、袖や裾が床にこすれて汚れる不具合が発生し得る。
【０００５】
　本発明は、以上に述べた課題を解決し、背もたれを後傾可能に構成した椅子において、
背もたれを後傾させても、椅子に掛けた衣類の袖や裾が床にこすれにくくすべく構成する
ものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　すなわち本発明に係る椅子は、後傾可能な背もたれを有する椅子本体と、衣類の一部又
は全部を背もたれの背面より後方に位置させるようにして掛けるよう構成した衣類掛け部
とを具備するものであって、前記背もたれの背面との間に前記衣類掛け部に掛けられてい
る衣類を位置させることができ、該衣類を保持する機能を有する衣類保持部材をさらに具
備することを特徴とする。
【０００７】
　このように構成したものであれば、前記背もたれの背面との間に前記衣類掛け部に掛け
られている衣類を位置させた状態では前記衣類保持部材は該衣類の後方に位置するととも
に、背もたれが後傾した状態において、衣類保持部材が前記衣類掛け部に掛けられた衣類
の後方において該衣類に当接して保持するようにできる。従って、該衣類が背もたれの背
面から離間して垂れ下がることを防ぐことができるとともに、該衣類を前記衣類掛け部か
ら鉛直に垂れ下げた状態と比較して略全体に前上方に位置させることができるので、この
ような衣類保持部材を設けない場合と比較して袖や裾を床に接近しにくくでき、これらが
床にこすれて汚れる不具合の発生を抑えることができるようになる。
【０００８】
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　このような椅子を簡単に実現する態様として、衣類保持部材を、前記衣類掛け部よりも
下方に固定して設け、少なくとも一部が背もたれの後方において椅子本体の幅方向に延伸
する形状に形成しているものが挙げられる。このようなものであれば、背もたれを後傾さ
せた際には、衣類保持部材の背もたれの後方において椅子本体の幅方向に延伸する形状に
形成された部位が衣類に当接して該衣類の後下方への移動を規制し、この衣類保持部材と
衣類掛け部とにより該衣類を保持するようにできるからである。
【０００９】
　このような椅子を簡単に実現する態様として、衣類保持部材の少なくとも一部を略椅子
本体の幅方向に延伸する形状に形成しているとともに、この衣類保持部材を、衣類掛け部
よりも下方に位置し、かつ略椅子本体の幅方向に延伸する部分が背もたれの後方に位置す
る衣類保持位置に配置可能にしているものも挙げられる。このようなものであっても、背
もたれを後傾させた際には、衣類保持部材の背もたれの後方において椅子本体の幅方向に
延伸する形状に形成された部位が衣類に当接して該衣類の後下方への移動を規制し、この
衣類保持部材と衣類掛け部とにより該衣類を保持するようにできるからである。
【００１０】
　特に、前記衣類保持部材を、背もたれの背面からの後方への離間距離が前記衣類保持位
置より少ない第２の位置に配置可能にしているものであれば、非使用時に衣類保持部材を
前記第２の位置に配置しておくことにより、見栄えを整えるとともに、この椅子の後方の
通行を妨げないようにできる。さらに、上記第２の位置が、背もたれの背面に略密着する
位置であれば、衣類を保持させたまま衣類保持部材を第２の位置に配置することで、衣類
を背もたれの背面に略密着させた状態に押さえることもできる。
【００１１】
　このような椅子を簡単に実現する態様として、衣類保持部材を、椅子本体から着脱可能
に構成しているものも挙げられる。このように構成すると、衣類保持部材が必要でない場
合には取り外しておくことができ、多様な使用態様に対応することができる。
【００１２】
　衣類を掛けやすくするには、背もたれが起立した状態において、前記衣類保持部材の略
椅子本体の幅方向に延伸する部位を衣類掛け部の略鉛直下方又はその後方に設定し、又は
設定可能にすればよい。このようにすれば、背もたれを起立させた状態においてはハンガ
ー本体に掛けられた衣類は鉛直下方に垂れ下がり、衣類保持部材はさらにその後方に位置
するからである。
【００１３】
　衣類に皺をできにくくするには、前記衣類保持部材を、椅子本体の幅寸法の略全域にわ
たって設けるとよい。このようにすれば、椅子本体の幅寸法は該椅子本体を使用する着座
者の肩幅と略同一かそれ以上でないと椅子本体は椅子として機能せず、かつ着座者の衣類
の幅寸法は着座者の肩幅と略同一であるので、衣類保持部材の幅寸法は着座者の衣類の幅
寸法と略同一かそれ以上となり、着座者の衣類の両側端部が前記衣類保持部材に当接しに
くくなるからである。
【００１４】
　衣類を容易に衣類保持部材と背もたれの背面との間の空間に収納できるようにするには
、前記衣類保持部材を左右１対に背もたれから突出させ、かつ離間させて設けるとよい。
このように構成すれば、衣類保持部材間の離間部分に衣類を押し込むことにより前記衣類
保持部材と背もたれの背面との間の空間に収納するようにできるからである。
【００１５】
　さらに、衣類を確実に保持させるには、前記衣類保持部材の突出端を、その基端寄りの
部位よりも背もたれに近づく方向に形成すればよい。このように構成すれば、背もたれが
後傾した状態において、衣類保持部材の突出端の基端寄りの部位が衣類の荷重の大部分を
受けるので、衣類が衣類保持部材間の離間部分から抜け出してしまうことを防げるからで
ある。
【００１６】
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　このような衣類保持部材を左右１対背もたれから突出させ、かつ離間させて設けた椅子
において、衣類に皺をできにくくするには、前記衣類保持部材を、前記突出端から、幅方
向位置が背もたれの側端と同一又はそれよりも外方の位置まで延伸させるとよい。このよ
うに構成すると、上述した前記衣類保持部材を椅子本体の幅寸法の略全域にわたって設け
ている椅子と同様の効果が得られるからである。
【００１７】
　袖や裾が床にこすれて汚れる不具合の発生をさらに効果的に抑えるための好適な構成と
して、には、前記椅子本体に取り付けられ、背もたれの上方に位置して前記衣類掛け部と
して機能するハンガー本体を有するハンガー部をさらに具備するものが挙げられる。
【００１８】
　そして、本発明の課題を解決するための他の構成として、背もたれ面を形成する部材を
、左右１対の縦杆と、これら縦杆をつなぐように横架させた横杆とを有する背もたれフレ
ームに支持させ、前記背もたれフレームの前面に、背もたれ面を形成する部材を離間させ
て取り付けるとともに、前記横杆に、ハンガー本体をハンガー支柱を介して取り付けたこ
とを特徴とするものが挙げられる。
【００１９】
　なお、本発明においては、本発明に係る椅子の着座者が向かう方向を前方とする。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明のように構成した椅子は、前記背もたれの背面との間に前記衣類掛け部に掛けら
れている衣類を位置させた状態では前記衣類保持部材は該衣類の後方に位置するとともに
、背もたれが後傾した状態において、衣類保持部材が前記衣類掛け部に掛けられた衣類の
後方において該衣類に当接して保持するようにできる。従って、該衣類が背もたれの背面
から離間して垂れ下がることを防ぐことができるとともに、該衣類を前記衣類掛け部から
鉛直に垂れ下げた状態と比較して略全体に前上方に位置させることができるので、このよ
うな衣類保持部材を設けない場合と比較して袖や裾を床に接近しにくくでき、これらが床
にこすれて汚れる不具合の発生を抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１実施形態に係る椅子の正面図。
【図２】同実施形態に係る椅子の側面図。
【図３】同実施形態に係る椅子の背面図。
【図４】同実施形態に係る椅子の平面図。
【図５】本発明の第２実施形態に係る椅子の側面図。
【図６】同実施形態に係る椅子の背面図。
【図７】同実施形態に係る椅子の平面図。
【図８】本発明の他の実施態様に係る椅子の背面図。
【図９】本発明の他の実施態様に係る椅子の背面図。
【図１０】本発明の他の実施態様に係る椅子の正面図。
【図１１】本発明の他の実施態様に係る椅子の側面図。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の第１実施形態を、図面を参照して説明する。
【００２３】
　本実施形態に係る椅子Ｃ１は、正面図を図１、側面図を図２、背面図を図３、平面図を
図４に示すように、キャスタ１１１を有する脚１１と、座支持部１２と、座１３と、背も
たれ１４と、肘１５とを具備する椅子本体１と、この椅子本体１に取り付けられ、衣類を
掛けるよう構成された衣類掛け部たるハンガー本体２１を有し前記椅子本体に取り付けら
れるハンガー部２とを具備する。
【００２４】
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　前記椅子本体１は、前記図１～図４に示すように、脚１１の上端から前上方に座支持部
１２を延伸して設け、この座支持部１２の前端部に第１リンク要素１６、前記座支持部１
２の後端部に第２リンク要素１７を設けている。そして、座受１３１を第１リンク要素１
６及び第２リンク要素１７に接続し、この座受１３１を介して前記座１３を取り付けてい
る。一方、背もたれ１４は、背もたれ下部フレーム１４１と、背もたれ上部フレーム１４
２と、前記両フレーム１４１、１４２の前方において、着座者の背に触れる背もたれ面を
形成する張り部材１４４と、前記両フレーム１４１、１４２と前記張り部材１４４との中
間に位置し、背もたれ１４が受ける荷重に対応して弾性変形し、背もたれ１４にクッショ
ン性を付与する弾性部材１４３とを具備する。両フレーム１４１、１４２は、ともに第２
リンク要素１７のブラケット部１７１に設けられた回転軸１７２に回転可能に取り付けら
れている。そして、前記背もたれ上部フレーム１４２を回転軸１７２中心に回転させ、背
もたれ１４を図２に示す後傾位置Ｒまで後傾させることを可能にしている。また、弾性部
材１４３は本実施形態では上弾性部材１４３ａと下弾性部材１４３ｂとからなり、図示し
ない接続部を介して接続されている。なお、本実施形態では、前記座支持部１２、第１リ
ンク要素１６、座受１３１、及び第２リンク要素１７を構成要素とする４辺リンク機構に
より、座１３をロッキング可能にし、また、前記背もたれ下部フレーム１４１を回転軸１
７２中心に回転させることにより前方の図２に示す背骨指示位置Ｓまで突出させ、背骨を
支持させるようにしているが、これらの機能は省略しても構わない。
【００２５】
　前記ハンガー部２は、前記図１～図３に示すように、ハンガー本体２１と、このハンガ
ー本体２１から下方に延伸して設けたハンガー支柱２２とを具備し、ハンガー取り付け具
３を介して前記椅子本体１、本実施形態では背もたれ１４に取り付けられる。そして、ハ
ンガー本体２１は、背もたれ１４の上端１４ｘの後上方に位置し、このハンガー部２１に
衣類ＣＬを掛けると、衣類ＣＬはその全体が背もたれ１４の後方に位置する。なお、本実
施形態では、衣類ＣＬとして、標準的な体格を有する成人のスーツの上着ないしハーフコ
ートを想定している。
【００２６】
　しかして本実施形態では、前記図２～図４に示すように、前記背もたれ１４の背面１４
ａとの間に前記ハンガー本体２１に掛けられている衣類ＣＬを位置させることができ、背
もたれ１４が後傾した状態において該衣類ＣＬを保持する機能を有する衣類保持部材４を
さらに具備する。
【００２７】
　具体的には、衣類保持部材４は、本実施形態では左右１対をなし、背もたれ上部フレー
ム１４２の下部にそれぞれ取り付けて固定するようにしている。さらに詳述すると、この
衣類保持部材４は、前記図４に示すように、前記背もたれ上部フレーム１４２の側面から
外方に延びる基部４１と、前記基部４１から後方に向けて湾曲して延びる側部４２と、前
記側部からさらに椅子本体の幅方向中央に向かって湾曲し、背もたれ１４の後方において
、略椅子本体１の幅方向に沿って、すなわち背もたれ１４の背面１４ａに略沿って延伸す
る形状の本体部４３とを一体に形成しているとともに、本体部４３の先端、すなわちこの
衣類保持部材４の突出端４４が背もたれに近づくように形成している。また、前記側部４
２は、その幅方向の位置を背もたれ１４の側端と略一致させている。すなわち、この衣類
保持部材４は、前記突出端４４から幅方向位置が背もたれ１４の側端と略一致する位置ま
で延伸している。さらに、前記本体部４３は、背もたれ１４を起立させた状態では、図２
に示すように、前記ハンガー本体２１及びこのハンガー本体２１に掛けられた衣類ＣＬの
後方に位置する。すなわち、前記衣類ＣＬは背もたれ１４の背面１４ａと衣類保持部材４
との間に位置する。そして、この衣類保持部材４の高さ位置は、本実施形態ではハンガー
本体２１に掛けられた衣類ＣＬの下端近傍に設定している。一方、この衣類ＣＬは背もた
れ１４の背面１４ａと衣類保持部材４との間に位置している。加えて、左右の衣類保持部
材４の突出端４４間は離間しているとともに、前記突出端４４近傍の部位には、衣類ＣＬ
の滑り止めを行う機能を有する滑り止め部４５を形成している。前記滑り止め部４５は、
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具体的には、前記突出端４４近傍の部位の表面を、滑り止め作用を有する材料であるエラ
ストマーにより形成しているが、エラストマーに代えて、ゴムや、エラストマー以外の軟
質プラスチック等、他の滑り止め作用を有する材料により形成してもよい。
【００２８】
　このように構成した椅子Ｃ１のハンガー本体２１に衣類ＣＬを掛けた状態で背もたれ１
４を前記図２の想像線に示す位置まで後傾させると、ハンガー本体２１は背もたれ１４の
上端１４ｘに追随して後下方に移動する。このとき、ハンガー本体２１に掛けられた衣類
ＣＬはハンガー本体２１から鉛直下方に垂れ下がろうとすべく後下方に移動しようとする
。しかし、背もたれ１４が後傾した状態では、前記衣類ＣＬは背もたれ１４の背面１４ａ
と衣類保持部材４、より具体的には前記本体部４３との間に位置し、すなわち衣類ＣＬの
後方に衣類保持部材４、より具体的には前記本体部４３が位置するので、該衣類ＣＬがこ
の衣類保持部材４に当接することによりその後下方への移動が規制され、この衣類ＣＬは
前記ハンガー本体２１だけでなく衣類保持部材４によっても保持される。より具体的には
、前記突出端４４が前上方を向き、この突出端４４よりも基部４１寄り、すなわち基端寄
りの部位が衣類ＣＬの荷重を受けてこの衣類ＣＬを保持する。そして、背もたれ１４を後
傾させている間、衣類ＣＬの衣類保持部４に保持される部位より上方の部分は、背もたれ
１４の背面１４ａとの離間幅を略一定に保つ。すなわち、本実施形態では前記衣類保持部
材４の高さ位置をハンガー本体２１に掛けられた衣類ＣＬの下端近傍に設定しているので
、衣類ＣＬの略全体が背もたれ１４の背面１４ａとの離間幅を略一定に保ちつつハンガー
本体２１及び衣類保持部材４により保持される。このとき、前記衣類保持部材４に当接し
ている衣類ＣＬの下端近傍の部位は、このような衣類保持部材４が存在しない場合と比較
して前上方に位置する。
【００２９】
　以上のように構成することにより、本実施形態に係る椅子Ｃ１は、衣類ＣＬを背もたれ
１４の背面１４ａと衣類保持部材４との間に位置させることができ、このように衣類ＣＬ
を掛けた状態で背もたれ１４を後傾させても、衣類ＣＬの後方に位置する衣類保持部材４
により衣類ＣＬが保持され、衣類ＣＬはこの衣類保持部材４より後方に移動しない。すな
わち、この衣類保持部材４に保持される部位より上方の部分は、背もたれ１４の背面１４
ａとの離間幅を略一定に保たれる。このとき、衣類保持部材４に保持される部位はこのよ
うな衣類保持部材４が存在しない場合と比較して前上方に位置する。従って、袖や裾が床
に接近しにくくなる。このことにより、これらが床にこすれて汚れる不具合の発生を抑え
ることができるようになる。特に、ハンガー本体２１を有するハンガー部２を設けている
ので、このハンガー本体２１に衣類ＣＬを掛けるようにして、さらに上述した不具合を起
こりにくくできる。加えて、前記衣類保持部材４の本体部４３は、背もたれ１４を起立さ
せた状態ではハンガー本体２１より後方に位置するので、背もたれ１４が起立した状態で
は、衣類ＣＬがハンガー本体２１から鉛直に垂れ下がるとともに、前記本体部４３がさら
にその後方に位置し、衣類ＣＬをこの本体部４３と背もたれ１４の背面１４ａとの間に位
置させた状態で掛けることが容易である。
【００３０】
　また、本実施形態では、前記衣類保持部材４を左右１対に背もたれ１４から突出させ、
かつ離間させて設けているので、衣類保持部材４間の離間部分に衣類ＣＬを押し込むこと
により、さらに簡単に衣類ＣＬを前記衣類保持部材４と背もたれ１４の背面１４ａとの間
の空間に位置させることができる。
【００３１】
　さらに、本実施形態では、前記突出端４４が背もたれ１４の後傾時に前上方を向き、こ
の突出端４４よりも基部４１寄り、すなわち基端寄りの部位が衣類ＣＬの荷重を受けて保
持するので、突出端４４間の衣類保持部材４が離間している部分から衣類ＣＬが落下する
ことを防いでいる。
【００３２】
　そして、衣類保持部材４は、前記突出端４４から幅方向位置が背もたれ１４の側端と同
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一となる位置まで延伸しているので、衣類ＣＬを背もたれ１４の背面１４ａと衣類保持部
材４との間に位置させるために幅寄せをする必要がなく、このことにより、衣類保持部材
４の部分で衣類ＣＬに皺ができてしまう不具合が起こりにくくなる。
【００３３】
　加えて、衣類保持部材４は椅子本体１に取り付けて固定するようにしていて、椅子本体
１に着脱可能であるので、必要でない場合には取り外しておくことができ、多様な使用態
様に対応できる。
【００３４】
　次に、本発明の第２実施形態を、図面を参照して説明する。なお、上述した第１実施形
態に対応する部位には、同一の名称及び符号を付している。
【００３５】
　本実施形態に係る椅子Ｃ２は、側面図を図５、背面図を図６、平面図を図７に示すよう
に、上述した第１実施形態に用いた椅子Ｃ１の椅子本体と同一の構成を有する椅子本体１
と、この椅子本体１に取り付けられ、衣類ＣＬを掛けるよう構成されたハンガー本体２１
を有し前記椅子本体に取り付けられるハンガー部２とを具備する。なお、本実施形態では
、衣類ＣＬとして、標準的な体格を有する成人のスーツの上着ないしハーフコートを想定
している。
【００３６】
　前記椅子本体１及びハンガー部２は、上述した第１実施形態に用いたものと同一の構成
及び機能を有するので、詳細な説明は省略する。
【００３７】
　しかして本実施形態では、前記図５～図７に示すように、前記背もたれ１４の背面１４
ａとの間に前記ハンガー本体２１に掛けられている衣類ＣＬを位置させることができ、背
もたれ１４が後傾した状態において該衣類ＣＬを保持する機能を有する衣類保持部材５を
さらに具備する。さらに本実施形態では、前記衣類保持部材５を、背もたれ１４の背面１
４ａと前記衣類保持部材５との間に衣類ＣＬ等を位置させることが可能な衣類保持位置Ｕ
と、背もたれ１４の背面１４ａからの後方への離間距離が前記衣類保持位置Ｕより少ない
第２の位置たる収納位置Ｎとの間で移動可能に構成している。
【００３８】
　具体的には、衣類保持部材５は、本実施形態では前記背もたれ上部フレーム１４２に取
り付けられる。さらに衣類保持位置Ｕにおける状態について詳述すると、この衣類保持部
材５は、前記図７に示すように、前記背もたれ上部フレーム１４２の側面から外方に延び
る端部５１と、前記端部５１から後方に向けて湾曲して延びる側部５２と、前記側部から
さらに椅子本体の幅方向中央に向かって湾曲し、背もたれ１４の後方において、略椅子本
体１の幅方向に沿って、すなわち背もたれ１４の背面１４ａに略沿って延びる形状の本体
部５３とを一体に形成している。また、この衣類保持部材５は、背もたれ１４の幅寸法の
略全域にわたって設けられている。そして、この衣類保持部材５の背もたれ１４に向かう
面は、その表面を軟質樹脂により形成している。さらに、この衣類保持部材５は、図示し
ない係止機構により衣類保持位置Ｕに保持されている。背もたれ１４を起立させ、かつこ
の衣類保持部材５を前記衣類保持位置Ｕに保持させた状態では、前記本体部５３は前記ハ
ンガー本体２１及びこのハンガー本体２１に掛けられた衣類ＣＬの後方に位置する。すな
わち、この衣類ＣＬは背もたれ１４の背面１４ａと衣類保持部材５との間に位置するとと
もに、前記本体部５３は前記ハンガー本体２１の後方に配置可能である。また、この衣類
保持位置Ｕにおける本体部５３の高さ位置は、本実施形態ではハンガー本体２１に掛けら
れた衣類ＣＬの下端近傍に設定している。一方、係止機構を解除すると、前記端部５１を
中心に回転し、全体が背もたれ１４の背面１４ａに略隙間なく沿う収納位置Ｎに移動する
。
【００３９】
　このように構成した椅子Ｃ２のハンガー本体２１に衣類ＣＬを掛け、衣類保持部材５を
衣類保持位置Ｕに移動させて、衣類ＣＬを背もたれ１４の背面１４ａと前記衣類保持部材
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５、より具体的には前記本体部５３との間に位置させた状態で背もたれ１４を前記図５の
想像線に示す位置まで後傾させると、ハンガー本体２１は背もたれ１４の上端１４ｘに追
随して後下方に移動する。このとき、ハンガー本体２１に掛けられた衣類ＣＬはハンガー
本体２１から鉛直下方に垂れ下がろうとすべく後下方に移動しようとする。しかし、背も
たれ１４が後傾した状態では、前記衣類ＣＬは背もたれ１４の背面１４ａと衣類保持部材
５、より具体的には前記本体部５３との間に位置し、すなわち衣類ＣＬの後方に衣類保持
部材５の本体部５３が位置するので、該衣類ＣＬがこの衣類保持部材５に当接することに
よりその後下方への移動が規制され、この衣類ＣＬは前記ハンガー本体２１だけでなく衣
類保持部材５によっても保持される。より具体的には、前記本体部５３に衣類ＣＬが当接
し、この本体部５３が衣類ＣＬを保持する。そして、背もたれ１４を後傾させている間、
衣類ＣＬの衣類保持部４に保持される部位より上方の部分は、背もたれ１４の背面１４ａ
との離間幅を略一定に保つ。すなわち、本実施形態では衣類保持位置Ｕにおける前記本体
部５３の高さ位置をハンガー本体２１に掛けられた衣類ＣＬの下端近傍に設定しているの
で、衣類ＣＬの略全体が背もたれ１４の背面１４ａとの離間幅を略一定に保ちつつハンガ
ー本体２１及び衣類保持部材５により保持される。このとき、前記衣類保持部材５に当接
している衣類ＣＬの下端近傍の部位は、このような衣類保持部材５が存在しない場合と比
較して前上方に位置する。さらに、衣類ＣＬをハンガー本体２１に掛け、背もたれ１４の
背面１４ａと衣類保持部材５との間に衣類を位置させたまま衣類保持部材５を前記収納位
置Ｎに配置し、衣類ＣＬを背もたれ１４の背面１４ａに略密着させた状態に押さえるよう
にしてもよい。
【００４０】
　以上のように構成することにより、本実施形態に係る椅子Ｃ２は、上述した第１実施形
態に係る椅子Ｃ１と同様に、衣類ＣＬを背もたれ１４の背面１４ａと衣類保持部材５との
間に位置させることができ、このように衣類ＣＬを掛けた状態で背もたれ１４を後傾させ
ても、衣類ＣＬの後方に位置する衣類保持部材５により衣類ＣＬが保持され、衣類ＣＬは
この衣類保持部材５より後方に移動しない。すなわち、この衣類保持部材５に保持される
部位より上方の部分は、背もたれ１４の背面１４ａとの離間幅を略一定に保たれる。この
とき、衣類保持部材５に保持される部位はこのような衣類保持部材５が存在しない場合と
比較して前上方に位置する。従って、袖や裾が床に接近しにくくなる。
【００４１】
　さらに、本実施形態では、衣類保持部材５の非使用時には、図５及び図６の想像線に示
す前記収納位置Ｎに収納しておけるので、この椅子Ｃ２の後方の通行の妨げにならないよ
うにできる等、多様な使用態様に対応できる。
【００４２】
　加えて、衣類保持部材５の背もたれ１４に向かう面の表面を軟質樹脂により形成してい
るので、背もたれ１４の後傾時に衣類ＣＬはこの軟質樹脂により形成している部分に当接
し、衣類がずり落ちにくい。
【００４３】
　その他、上述した第１実施形態で述べた椅子Ｃ１の構成による主要な効果は本実施形態
に係る椅子Ｃ２のように構成することによっても得ることができる。
【００４４】
　なお、本発明は以上に述べた実施形態に限られない。
【００４５】
　例えば、衣類保持部は、該衣類保持部と背もたれの背面との間に衣類を位置させること
が可能であれば任意に構成してよい。例えば、背面図を図８に示す椅子Ｃ３のように、上
述した実施形態で用いた椅子本体１に、軸を中心に衣類保持位置と収納位置との間を移動
可能に構成した衣類保持部材６を設ける態様が考えられる。また、背面図を図９に示す椅
子Ｃ４のように、前記椅子本体１に、非使用時には背もたれ１４内部に収納しておき、使
用時に引き出して背もたれ１４の背面１４ａに略沿うように張って前記背もたれ１４の背
面１４ａとの間に衣類ＣＬを位置させることを可能に構成した、自動車や旅客機に広く用
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いられているシートベルトとして周知のものと同様の構成を有する帯状ないし紐状の衣類
保持部材７を設ける態様も考えられる。
【００４６】
　また、椅子本体も、上述した実施形態に用いたもの以外であっても、背もたれが後傾可
能なものであればどのように構成してもよい。例えば、正面図を図１０、側面図を図１１
に示すように、座１０３と背もたれ１０４とが一体に形成され、座１０３を支持する座受
１０３１が前端部に位置し幅方向に延伸する軸１０３０を中心として回転することにより
背もたれ１０４と座１０３とが連動して後傾するように構成した椅子本体１０を具備する
椅子Ｃ５が考えられる。この椅子Ｃ５は、背もたれ１０４の背面１０４ａに、上述した第
１及び第２実施形態に述べたものと同一の構成を有するハンガー本体２１を有するハンガ
ー部２を、ハンガー取り付け具３を介してハンガー本体２１が背もたれ１０４の上方に位
置するように取り付けられている。そして、背もたれ１０４には、上述した第１実施形態
に述べた衣類保持部材４と同一の形状をなす衣類保持部材８をさらに取り付けている。
【００４７】
　加えて、ハンガー本体は、非使用時に背もたれの上端と略高さ位置が同一となる収納位
置に移動可能に構成してもよい。さらに、背もたれを後傾させるだけでなく、座を背もた
れと連動してロッキング動作可能に構成してもよい。
【００４８】
　さらに、背もたれの幅寸法及び衣類保持部材の幅寸法が通常の体格を有する成人用の衣
類の幅寸法よりも十分大きいものであれば、必ずしも衣類保持部材を背もたれの幅寸法の
略全域にわたって設ける必要はない。
【００４９】
　また、上述した実施形態では衣類として標準的な体格を有する成人用の上着ないしハー
フコートを想定したが、ハンガー部等の衣類掛け部に略全身を覆う丈寸法を有するコート
を丈方向に２つ折りにして掛けるようにしてもよいし、子供用の椅子を同様に構成しても
よい。また、衣類保持部材の高さを変更可能に構成して、この椅子を利用する着座者の体
格に関らず、衣類保持部材が衣類の下端近傍を保持できるようにしてもよい。衣類保持部
が衣類を保持する部分の滑り止めの工夫としては、上述した実施形態では背もたれの後方
から背もたれに向かう突出部を設ける態様と、背もたれに向かう面を軟質樹脂により形成
する態様について述べたが、その他にも、背もたれに向かう面に略高さ方向に延伸する突
条を複数設ける等、他の方法により衣類保持部に保持させた衣類の滑り止めを図るように
してもよい。
【００５０】
　そして、衣類の上端部を保持するハンガー部ないし背もたれの上端より前方に衣類保持
部材を設けてもよい。この場合、衣類を該衣類保持部材と背もたれの背面との間に位置さ
せるには衣類を前方に移動させる必要があるが、衣類をより背もたれの背面に近づけるこ
とができる。
【００５１】
　加えて、衣類保持部材は、必ずしも着脱可能でなくてもよく、また収納位置に移動させ
て収納させるようにしなくてもよい。
【００５２】
　その他、背もたれの上部にヘッドレストを設ける等、背もたれを起立させた状態におい
てその上端が床面から十分な高さとした上でハンガー部を省略する等、本発明の趣旨を損
ねない範囲で種々に変形してよい。
【符号の説明】
【００５３】
　Ｃ１～Ｃ５…椅子
　１、１０…椅子本体
　１４、１０４…背もたれ
　１４ａ、１０４ａ…背もたれの背面
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　２１…ハンガー本体（衣類掛け部）
　４、５、６、７、８…衣類保持部材
　４４…突出端
　ＣＬ…衣類
　Ｕ…衣類保持位置
　Ｎ…収納位置

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】

【手続補正書】
【提出日】平成22年1月22日(2010.1.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オフィス等において好適に使用され、衣類を掛けることができる椅子に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、オフィス等において、自席でデスクワークを行う際に、上着を脱いで自分の椅子
の背もたれに掛けるということが行われていたが、この種の用途に広く使われている椅子
は、背もたれの上端の床面からの高さ寸法が上着の丈寸法に比べて十分大きくないことが
多く、そのため袖や裾が床にこすれて汚れる等の不具合が生じていた。これを解決するた
めに、上着を掛けるためのハンガー本体を有するハンガー部を背凭れに取り付けた椅子が
種々開発されている。（例えば、特許文献１及び２参照。）しかしながら、座を背もたれ
と連動してロッキング動作可能に構成した椅子は、背もたれの後傾動作が比較的大きいた
め、単に背もたれをハンガーを取り付けただけでは椅子に掛けた衣類の袖や裾が床にこす
れるという不具合を十分に解消することが難しいという問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】実開昭４８‐４８９２２
【特許文献２】特開２０００‐１１６４９３
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
【０００５】
　本発明は、以上に述べた課題を解決し、座を背もたれと連動してロッキング動作可能に
構成した椅子において、背もたれを後傾させても、椅子に掛けた衣類の袖や裾が床にこす
れにくくすべく構成するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　すなわち本発明に係る椅子は、脚の上端に設けた座支持部に第１リンク要素と第２リン
ク要素とを設けるとともに座の座受を前記第１リンク要素と第２リンク要素とに接続し、
前記座支持部、前記第１リンク要素、前記座受、及び、前記第２リンク要素を構成要件と
するリンク機構により座を背もたれと連動してロッキング動作可能に構成した椅子であっ
て、左右１対の縦杆と、前記背もたれの上部に位置させてこれら縦杆をつなぐように横架
させた横杆とを有する背もたれフレームの前面に、背もたれ面を形成する張り部材を前記
横杆から離間させた状態で取り付けるとともに、前記横杆に、ハンガー本体とハンガー支
柱とを具備するハンガー部を取り付けるようにしており、前記ハンガー支柱の上端に設け
られたハンガー本体を背もたれの上端から後上方に離間した位置に位置させていることを
特徴とする。
【０００７】
　このように構成したものであれば、袖や裾を床に接近しにくくでき、これらが床にこす
れて汚れる不具合の発生を抑えることができるようになる。
【０００８】
　このような椅子を実現する態様として、前記ハンガー支柱の下端に、横杆に取り付け可
能なハンガー取り付け具を設けるとともに、ハンガー取付具を前記横杆に取り付け、横杆
よりも上方にハンガー本体を取り付けたものが挙げられる。
【０００９】
　このような椅子を実現する態様として、前記ハンガー本体を、前記背もたれフレームよ
りも後方に配置しているものが挙げられる。
【００１０】
　特に好ましくは、前記ハンガー支柱の下端に、横杆に取り付け可能なハンガー取り付け
具を設け、前記ハンガー取り付け具後部から前記ハンガー支柱を上方に延伸させていると
ともに、前記ハンガー本体を前記背もたれフレームの縦杆よりも後方に位置させているも
のが挙げられる。
【００１１】
　ハンガーの好適な態様としては、前記ハンガー本体を平面視後方に凸となるように湾曲
させた形状としているものが挙げられる。
【００１２】
　ハンガーのさらに好適な態様としては、前記ハンガー支柱から前記ハンガー本体を左右
に延伸させて設けているとともに、ハンガー本体の全幅寸法を背もたれの幅寸法と略同等
としたものが挙げられる。
【００１３】
　特に、前記ハンガー本体を、側面視において背もたれの上端における背もたれ面の延長
上に配置しているものが好ましい。
【００１４】
【００１５】
【００１６】
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【００１７】
【００１８】
【００１９】
　なお、本発明においては、本発明に係る椅子の着座者が向かう方向を前方とする。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明のように構成した椅子は、袖や裾を床に接近しにくくでき、これらが床にこすれ
て汚れる不具合の発生を抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１実施形態に係る椅子の正面図。
【図２】同実施形態に係る椅子の側面図。
【図３】同実施形態に係る椅子の背面図。
【図４】同実施形態に係る椅子の平面図。
【図５】本発明の第２実施形態に係る椅子の側面図。
【図６】同実施形態に係る椅子の背面図。
【図７】同実施形態に係る椅子の平面図。
【図８】本発明の他の実施態様に係る椅子の背面図。
【図９】本発明の他の実施態様に係る椅子の背面図。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の第１実施形態を、図面を参照して説明する。
【００２３】
　本実施形態に係る椅子Ｃ１は、正面図を図１、側面図を図２、背面図を図３、平面図を
図４に示すように、キャスタ１１１を有する脚１１と、座支持部１２と、座１３と、背も
たれ１４と、肘１５とを具備する椅子本体１と、この椅子本体１に取り付けられ、衣類を
掛けるよう構成された衣類掛け部たるハンガー本体２１を有し前記椅子本体に取り付けら
れるハンガー部２とを具備する。
【００２４】
　前記椅子本体１は、前記図１～図４に示すように、脚１１の上端から前上方に座支持部
１２を延伸して設け、この座支持部１２の前端部に第１リンク要素１６、前記座支持部１
２の後端部に第２リンク要素１７を設けている。そして、座受１３１を第１リンク要素１
６及び第２リンク要素１７に接続し、この座受１３１を介して前記座１３を取り付けてい
る。一方、背もたれ１４は、背もたれ下部フレーム１４１と、背もたれ上部フレーム１４
２と、前記両フレーム１４１、１４２の前方において、着座者の背に触れる背もたれ面を
形成する張り部材１４４と、前記両フレーム１４１、１４２と前記張り部材１４４との中
間に位置し、背もたれ１４が受ける荷重に対応して弾性変形し、背もたれ１４にクッショ
ン性を付与する弾性部材１４３とを具備する。両フレーム１４１、１４２は、ともに第２
リンク要素１７のブラケット部１７１に設けられた回転軸１７２に回転可能に取り付けら
れている。そして、前記背もたれ上部フレーム１４２を回転軸１７２中心に回転させ、背
もたれ１４を図２に示す後傾位置Ｒまで後傾させることを可能にしている。また、弾性部
材１４３は本実施形態では上弾性部材１４３ａと下弾性部材１４３ｂとからなり、図示し
 ない接続部を介して接続されている。なお、本実施形態では、前記座支持部１２、第１
リンク要素１６、座受１３１、及び第２リンク要素１７を構成要素とする４辺リンク機構
により、座１３をロッキング可能にし、また、前記背もたれ下部フレーム１４１を回転軸
１７２中心に回転させることにより前方の図２に示す背骨指示位置Ｓまで突出させ、背骨
を支持させるようにしているが、後者の機能は省略しても構わない。
【００２５】
　前記ハンガー部２は、前記図１～図３に示すように、ハンガー本体２１と、このハンガ
ー本体２１から下方に延伸して設けたハンガー支柱２２とを具備し、ハンガー取り付け具
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３を介して前記椅子本体１、本実施形態では背もたれ１４に取り付けられる。そして、ハ
ンガー本体２１は、背もたれ１４の上端１４ｘの後上方に位置し、このハンガー部２１に
衣類ＣＬを掛けると、衣類ＣＬはその全体が背もたれ１４の後方に位置する。なお、本実
施形態では、衣類ＣＬとして、標準的な体格を有する成人のスーツの上着ないしハーフコ
ートを想定している。
【００２６】
　しかして本実施形態では、前記図２～図４に示すように、前記背もたれ１４の背面１４
ａとの間に前記ハンガー本体２１に掛けられている衣類ＣＬを位置させることができ、背
もたれ１４が後傾した状態において該衣類ＣＬを保持する機能を有する衣類保持部材４を
さらに具備する。
【００２７】
　具体的には、衣類保持部材４は、本実施形態では左右１対をなし、背もたれ上部フレー
ム１４２の下部にそれぞれ取り付けて固定するようにしている。さらに詳述すると、この
衣類保持部材４は、前記図４に示すように、前記背もたれ上部フレーム１４２の側面から
外方に延びる基部４１と、前記基部４１から後方に向けて湾曲して延びる側部４２と、前
記側部からさらに椅子本体の幅方向中央に向かって湾曲し、背もたれ１４の後方において
、略椅子本体１の幅方向に沿って、すなわち背もたれ１４の背面１４ａに略沿って延伸す
る形状の本体部４３とを一体に形成しているとともに、本体部４３の先端、すなわちこの
衣類保持部材４の突出端４４が背もたれに近づくように形成している。また、前記側部４
２は、その幅方向の位置を背もたれ１４の側端と略一致させている。すなわち、この衣類
保持部材４は、前記突出端４４から幅方向位置が背もたれ１４の側端と略一致する位置ま
で延伸している。さらに、前記本体部４３は、背もたれ１４を起立させた状態では、図２
に示すように、前記ハンガー本体２１及びこのハンガー本体２１に掛けられた衣類ＣＬの
後方に位置する。すなわち、前記衣類ＣＬは背もたれ１４の背面１４ａと衣類保持部材４
との間に位置する。そして、この衣類保持部材４の高さ位置は、本実施形態ではハンガー
本体２１に掛けられた衣類ＣＬの下端近傍に設定している。一方、この衣類ＣＬは背もた
れ１４の背面１４ａと衣類保持部材４との間に位置している。加えて、左右の衣類保持部
材４の突出端４４間は離間しているとともに、前記突出端４４近傍の部位には、衣類ＣＬ
の滑り止めを行う機能を有する滑り止め部４５を形成している。前記滑り止め部４５は、
具体的には、前記突出端４４近傍の部位の表面を、滑り止め作用を有する材料であるエラ
ストマーにより形成しているが、エラストマーに代えて、ゴムや、エラストマー以外の軟
質プラスチック等、他の滑り止め作用を有する材料により形成してもよい。
【００２８】
　このように構成した椅子Ｃ１のハンガー本体２１に衣類ＣＬを掛けた状態で背もたれ１
４を前記図２の想像線に示す位置まで後傾させると、ハンガー本体２１は背もたれ１４の
上端１４ｘに追随して後下方に移動する。このとき、ハンガー本体２１に掛けられた衣類
ＣＬはハンガー本体２１から鉛直下方に垂れ下がろうとすべく後下方に移動しようとする
。しかし、背もたれ１４が後傾した状態では、前記衣類ＣＬは背もたれ１４の背面１４ａ
と衣類保持部材４、より具体的には前記本体部４３との間に位置し、すなわち衣類ＣＬの
後方に衣類保持部材４、より具体的には前記本体部４３が位置するので、該衣類ＣＬがこ
の衣類保持部材４に当接することによりその後下方への移動が規制され、この衣類ＣＬは
前記ハンガー本体２１だけでなく衣類保持部材４によっても保持される。より具体的には
、前記突出端４４が前上方を向き、この突出端４４よりも基部４１寄り、すなわち基端寄
りの部位が衣類ＣＬの荷重を受けてこの衣類ＣＬを保持する。そして、背もたれ１４を後
傾させている間、衣類ＣＬの衣類保持部４に保持される部位より上方の部分は、背もたれ
１４の背面１４ａとの離間幅を略一定に保つ。すなわち、本実施形態では前記衣類保持部
材４の高さ位置をハンガー本体２１に掛けられた衣類ＣＬの下端近傍に設定しているので
、衣類ＣＬの略全体が背もたれ１４の背面１４ａとの離間幅を略一定に保ちつつハンガー
本体２１及び衣類保持部材４により保持される。このとき、前記衣類保持部材４に当接し
ている衣類ＣＬの下端近傍の部位は、このような衣類保持部材４が存在しない場合と比較



(18) JP 2010-110644 A 2010.5.20

して前上方に位置する。
【００２９】
　以上のように構成することにより、本実施形態に係る椅子Ｃ１は、衣類ＣＬを背もたれ
１４の背面１４ａと衣類保持部材４との間に位置させることができ、このように衣類ＣＬ
を掛けた状態で背もたれ１４を後傾させても、衣類ＣＬの後方に位置する衣類保持部材４
により衣類ＣＬが保持され、衣類ＣＬはこの衣類保持部材４より後方に移動しない。すな
わち、この衣類保持部材４に保持される部位より上方の部分は、背もたれ１４の背面１４
ａとの離間幅を略一定に保たれる。このとき、衣類保持部材４に保持される部位はこのよ
うな衣類保持部材４が存在しない場合と比較して前上方に位置する。従って、袖や裾が床
に接近しにくくなる。このことにより、これらが床にこすれて汚れる不具合の発生を抑え
ることができるようになる。特に、ハンガー本体２１を有するハンガー部２を設けている
ので、このハンガー本体２１に衣類ＣＬを掛けるようにして、さらに上述した不具合を起
こりにくくできる。加えて、前記衣類保持部材４の本体部４３は、背もたれ１４を起立さ
せた状態ではハンガー本体２１より後方に位置するので、背もたれ１４が起立した状態で
は、衣類ＣＬがハンガー本体２１から鉛直に垂れ下がるとともに、前記本体部４３がさら
にその後方に位置し、衣類ＣＬをこの本体部４３と背もたれ１４の背面１４ａとの間に位
置させた状態で掛けることが容易である。
【００３０】
　また、本実施形態では、前記衣類保持部材４を左右１対に背もたれ１４から突出させ、
かつ離間させて設けているので、衣類保持部材４間の離間部分に衣類ＣＬを押し込むこと
により、さらに簡単に衣類ＣＬを前記衣類保持部材４と背もたれ１４の背面１４ａとの間
の空間に位置させることができる。
【００３１】
　さらに、本実施形態では、前記突出端４４が背もたれ１４の後傾時に前上方を向き、こ
の突出端４４よりも基部４１寄り、すなわち基端寄りの部位が衣類ＣＬの荷重を受けて保
持するので、突出端４４間の衣類保持部材４が離間している部分から衣類ＣＬが落下する
ことを防いでいる。
【００３２】
　そして、衣類保持部材４は、前記突出端４４から幅方向位置が背もたれ１４の側端と同
一となる位置まで延伸しているので、衣類ＣＬを背もたれ１４の背面１４ａと衣類保持部
材４との間に位置させるために幅寄せをする必要がなく、このことにより、衣類保持部材
４の部分で衣類ＣＬに皺ができてしまう不具合が起こりにくくなる。
【００３３】
　加えて、衣類保持部材４は椅子本体１に取り付けて固定するようにしていて、椅子本体
１に着脱可能であるので、必要でない場合には取り外しておくことができ、この場合でも
、本発明の構成によれば、所期の目的を達成することができる。
【００３４】
　次に、本発明の第２実施形態を、図面を参照して説明する。なお、上述した第１実施形
態に対応する部位には、同一の名称及び符号を付している。
【００３５】
　本実施形態に係る椅子Ｃ２は、側面図を図５、背面図を図６、平面図を図７に示すよう
に、上述した第１実施形態に用いた椅子Ｃ１の椅子本体と同一の構成を有する椅子本体１
と、この椅子本体１に取り付けられ、衣類ＣＬを掛けるよう構成されたハンガー本体２１
を有し前記椅子本体に取り付けられるハンガー部２とを具備する。なお、本実施形態では
、衣類ＣＬとして、標準的な体格を有する成人のスーツの上着ないしハーフコートを想定
している。
【００３６】
　前記椅子本体１及びハンガー部２は、上述した第１実施形態に用いたものと同一の構成
及び機能を有するので、詳細な説明は省略する。
【００３７】
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　しかして本実施形態では、前記図５～図７に示すように、前記背もたれ１４の背面１４
ａとの間に前記ハンガー本体２１に掛けられている衣類ＣＬを位置させることができ、背
もたれ１４が後傾した状態において該衣類ＣＬを保持する機能を有する衣類保持部材５を
さらに具備する。さらに本実施形態では、前記衣類保持部材５を、背もたれ１４の背面１
４ａと前記衣類保持部材５との間に衣類ＣＬ等を位置させることが可能な衣類保持位置Ｕ
と、背もたれ１４の背面１４ａからの後方への離間距離が前記衣類保持位置Ｕより少ない
第２の位置たる収納位置Ｎとの間で移動可能に構成している。
【００３８】
　具体的には、衣類保持部材５は、本実施形態では前記背もたれ上部フレーム１４２に取
り付けられる。さらに衣類保持位置Ｕにおける状態について詳述すると、この衣類保持部
材５は、前記図７に示すように、前記背もたれ上部フレーム１４２の側面から外方に延び
る端部５１と、前記端部５１から後方に向けて湾曲して延びる側部５２と、前記側部から
さらに椅子本体の幅方向中央に向かって湾曲し、背もたれ１４の後方において、略椅子本
体１の幅方向に沿って、すなわち背もたれ１４の背面１４ａに略沿って延びる形状の本体
部５３とを一体に形成している。また、この衣類保持部材５は、背もたれ１４の幅寸法の
略全域にわたって設けられている。そして、この衣類保持部材５の背もたれ１４に向かう
面は、その表面を軟質樹脂により形成している。さらに、この衣類保持部材５は、図示し
ない係止機構により衣類保持位置Ｕに保持されている。背もたれ１４を起立させ、かつこ
の衣類保持部材５を前記衣類保持位置Ｕに保持させた状態では、前記本体部５３は前記ハ
ンガー本体２１及びこのハンガー本体２１に掛けられた衣類ＣＬの後方に位置する。すな
わち、この衣類ＣＬは背もたれ１４の背面１４ａと衣類保持部材５との間に位置するとと
もに、前記本体部５３は前記ハンガー本体２１の後方に配置可能である。また、この衣類
保持位置Ｕにおける本体部５３の高さ位置は、本実施形態ではハンガー本体２１に掛けら
れた衣類ＣＬの下端近傍に設定している。一方、係止機構を解除すると、前記端部５１を
中心に回転し、全体が背もたれ１４の背面１４ａに略隙間なく沿う収納位置Ｎに移動する
。
【００３９】
　このように構成した椅子Ｃ２のハンガー本体２１に衣類ＣＬを掛け、衣類保持部材５を
衣類保持位置Ｕに移動させて、衣類ＣＬを背もたれ１４の背面１４ａと前記衣類保持部材
５、より具体的には前記本体部５３との間に位置させた状態で背もたれ１４を前記図５の
想像線に示す位置まで後傾させると、ハンガー本体２１は背もたれ１４の上端１４ｘに追
随して後下方に移動する。このとき、ハンガー本体２１に掛けられた衣類ＣＬはハンガー
本体２１から鉛直下方に垂れ下がろうとすべく後下方に移動しようとする。しかし、背も
たれ１４が後傾した状態では、前記衣類ＣＬは背もたれ１４の背面１４ａと衣類保持部材
５、より具体的には前記本体部５３との間に位置し、すなわち衣類ＣＬの後方に衣類保持
部材５の本体部５３が位置するので、該衣類ＣＬがこの衣類保持部材５に当接することに
よりその後下方への移動が規制され、この衣類ＣＬは前記ハンガー本体２１だけでなく衣
類保持部材５によっても保持される。より具体的には、前記本体部５３に衣類ＣＬが当接
し、この本体部５３が衣類ＣＬを保持する。そして、背もたれ１４を後傾させている間、
衣類ＣＬの衣類保持部４に保持される部位より上方の部分は、背もたれ１４の背面１４ａ
との離間幅を略一定に保つ。すなわち、本実施形態では衣類保持位置Ｕにおける前記本体
部５３の高さ位置をハンガー本体２１に掛けられた衣類ＣＬの下端近傍に設定しているの
で、衣類ＣＬの略全体が背もたれ１４の背面１４ａとの離間幅を略一定に保ちつつハンガ
ー本体２１及び衣類保持部材５により保持される。このとき、前記衣類保持部材５に当接
している衣類ＣＬの下端近傍の部位は、このような衣類保持部材５が存在しない場合と比
較して前上方に位置する。さらに、衣類ＣＬをハンガー本体２１に掛け、背もたれ１４の
背面１４ａと衣類保持部材５との間に衣類を位置させたまま衣類保持部材５を前記収納位
置Ｎに配置し、衣類ＣＬを背もたれ１４の背面１４ａに略密着させた状態に押さえるよう
にしてもよい。
【００４０】



(20) JP 2010-110644 A 2010.5.20

　以上のように構成することにより、本実施形態に係る椅子Ｃ２は、上述した第１実施形
態に係る椅子Ｃ１と同様に、衣類ＣＬを背もたれ１４の背面１４ａと衣類保持部材５との
間に位置させることができ、このように衣類ＣＬを掛けた状態で背もたれ１４を後傾させ
ても、衣類ＣＬの後方に位置する衣類保持部材５により衣類ＣＬが保持され、衣類ＣＬは
この衣類保持部材５より後方に移動しない。すなわち、この衣類保持部材５に保持される
部位より上方の部分は、背もたれ１４の背面１４ａとの離間幅を略一定に保たれる。この
とき、衣類保持部材５に保持される部位はこのような衣類保持部材５が存在しない場合と
比較して前上方に位置する。従って、袖や裾が床に接近しにくくなる。
【００４１】
　さらに、本実施形態では、衣類保持部材５の非使用時には、図５及び図６の想像線に示
す前記収納位置Ｎに収納しておけるので、この椅子Ｃ２の後方の通行の妨げにならないよ
うにできる等、多様な使用態様に対応できる。
【００４２】
　加えて、衣類保持部材５の背もたれ１４に向かう面の表面を軟質樹脂により形成してい
るので、背もたれ１４の後傾時に衣類ＣＬはこの軟質樹脂により形成している部分に当接
し、衣類がずり落ちにくい。
【００４３】
　その他、上述した第１実施形態で述べた椅子Ｃ１の構成による主要な効果は本実施形態
に係る椅子Ｃ２のように構成することによっても得ることができる。
【００４４】
　なお、本発明は以上に述べた実施形態に限られない。
【００４５】
　例えば、衣類保持部は、該衣類保持部と背もたれの背面との間に衣類を位置させること
が可能であれば任意に構成してよい。例えば、背面図を図８に示す椅子Ｃ３のように、上
述した実施形態で用いた椅子本体１に、軸を中心に衣類保持位置と収納位置との間を移動
可能に構成した衣類保持部材６を設ける態様が考えられる。また、背面図を図９に示す椅
子Ｃ４のように、前記椅子本体１に、非使用時には背もたれ１４内部に収納しておき、使
用時に引き出して背もたれ１４の背面１４ａに略沿うように張って前記背もたれ１４の背
面１４ａとの間に衣類ＣＬを位置させることを可能に構成した、自動車や旅客機に広く用
いられているシートベルトとして周知のものと同様の構成を有する帯状ないし紐状の衣類
保持部材７を設ける態様も考えられる。
【００４６】
【００４７】
【００４８】
【００４９】
　また、上述した実施形態では衣類として標準的な体格を有する成人用の上着ないしハー
フコートを想定したが、ハンガー部等の衣類掛け部に略全身を覆う丈寸法を有するコート
を丈方向に２つ折りにして掛けるようにしてもよいし、子供用の椅子を同様に構成しても
よい。
【００５０】
【００５１】
【００５２】
　その他、背もたれの上部にヘッドレストを設ける等、本発明の趣旨を損ねない範囲で種
々に変形してよい。
【符号の説明】
【００５３】
　Ｃ１～Ｃ４…椅子
　１…椅子本体
　１４…背もたれ
　１４ａ…背もたれの背面
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　２１…ハンガー本体（衣類掛け部）
　４、５、６、７…衣類保持部材
　４４…突出端
　ＣＬ…衣類
　Ｕ…衣類保持位置
　Ｎ…収納位置
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　脚の上端に設けた座支持部に第１リンク要素と第２リンク要素とを設けるとともに座の
座受を前記第１リンク要素と第２リンク要素とに接続し、前記座支持部、前記第１リンク
要素、前記座受、及び、前記第２リンク要素を構成要件とするリンク機構により座を背も
たれと連動してロッキング動作可能に構成した椅子であって、
左右１対の縦杆と、前記背もたれの上部に位置させてこれら縦杆をつなぐように横架させ
た横杆とを有する背もたれフレームの前面に、背もたれ面を形成する張り部材を前記横杆
から離間させた状態で取り付けるとともに、前記横杆に、ハンガー本体とハンガー支柱と
を具備するハンガー部を取り付けるようにしており、
前記ハンガー支柱の上端に設けられたハンガー本体を背もたれの上端から後上方に離間し
た位置に位置させていることを特徴とする椅子。
【請求項２】
　前記ハンガー支柱の下端に、横杆に取り付け可能なハンガー取り付け具を設けるととも
に、ハンガー取り付け具を前記横杆に取り付け、横杆よりも上方にハンガー本体を取り付
けたことを特徴とする請求項１記載の椅子。
【請求項３】
　前記ハンガー本体を、前記背もたれフレームよりも後方に配置している請求項１又は２
記載の椅子。
【請求項４】
　前記ハンガー支柱の下端に、横杆に取り付け可能なハンガー取り付け具を設け、前記ハ
ンガー取り付け具後部から前記ハンガー支柱を上方に延伸させているとともに、前記ハン
ガー本体を前記背もたれフレームの縦杆よりも後方に位置させている請求項３記載の椅子
。
【請求項５】
　前記ハンガー本体を平面視後方に凸となるように湾曲させた形状としている請求項１、
２、３又は４記載の椅子。
【請求項６】
　前記ハンガー支柱から前記ハンガー本体を左右に延伸させて設けているとともに、ハン
ガー本体の全幅寸法を背もたれの幅寸法と略同等とした請求項１、２、３、４又は５記載
の椅子。
【請求項７】
　前記ハンガー本体を、側面視において背もたれの上端における背もたれ面の延長上に配
置している請求項１、２、３、４、５又は６記載の椅子。
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１０
【補正方法】削除
【補正の内容】



(22) JP 2010-110644 A 2010.5.20

【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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